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平成20年度東北町生き活き産業文化まつりが11月１日､ ２日の両日､ 東北会場 (北総合運動公
園) と上北会場 (町民体育館周辺) の２会場で行われました｡
両会場では､ バラエティーショーや町民の皆さんの作品を展示した文化展のほか､ 農協や漁協､
商工関係者などによる展示即売コーナーがずらりと軒を並べ､ 訪れた方が安値の品を買い求めて
いました｡
また､ 東北会場では､ オープニングセレモニーや農林畜産物共進会が､ 上北会場では､ 健康展
や茶道・華道展などが行われ､ ２日間にわたり大勢の来場者でにぎわいました｡
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]

内
は
副
賞

�
�
�
�

◆�
�

▽
最
優
秀
賞

[

南
部
地
域
農

業
共
済
組
合
長
賞]

－

野
田
頭
ち
え

子
▽
優
秀
賞－

向
井
あ
け
み
▽
優
良

賞－

土
橋
稔

◆�
�

▽
優
良
賞－

滝
沢
操

◆�
�

▽
優
良
賞－

向
井
け
い
子

�
	


�

◆�
�

▽
最
優
秀
賞

[

青
森
県
知
事

賞]
－

岡
山
侑
禅
▽
優
秀
賞－

野
田

頭
健
一
、
久
保
田
イ
ヨ
▽
優
良
賞－

沼
辺
あ
け
み
、
荒
木
美
鶴

◆

�
�

▽
最
優
秀
賞

[

野
辺
地
地

区
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会
長
賞]

－

土
橋
和
人
▽
優
秀
賞－

浜
田
要
一

郎
、
鎌
本
幸
男
▽
優
良
賞－

土
橋
公

男
、
荒
木
美
鶴

◆�
�
�
�

▽
最
優
秀
賞

[

全
国
農

協
連
合
会
青
森
県
本
部
長
賞]

－

蓬

畑
義
春
▽
優
秀
賞－

笹
倉
剛
▽
優
良

賞－

蓬
畑
硬
一
郎

◆�
�
�
�

▽
最
優
秀
賞

[

八
甲
田

農
協
組
合
長
賞]

－

佐
々
木
陽
子
▽

優
秀
賞－

久
保
田
二
郎
▽
優
良
賞－

戸
沢
新
一

◆�
�
�
�
�

▽
最
優
秀
賞

[

と
う

ほ
く
天
間
農
協
組
合
長
賞]

－

乙
部

英
夫
▽
優
秀
賞－

吹
越
長
助
▽
優
良



�

������

�

��������������		

������

������������

������������������������������  !!""##��$$%%&&��''(())**++,,��--��..��%%��//��00��112233

44556677((8899::;;<<==>>''??@@AABBCC��DD��EEFF��

��������������112233

賞－

土
橋
公
男

◆�
�
�

▽
最
優
秀
賞

[

と
う
ほ
く

天
間
農
協
組
合
長
賞]

－

滝
沢
定
男

▽
優
秀
賞－

滝
沢
ま
ゆ
み

◆�
�
�

▽
優
良
賞－

永
峯
國
廣

◆�
�
�

▽
優
良
賞－

蓬
畑
義
春

◆�
�

▽
最
優
秀
賞－

浅
井
征
男
▽

優
良
賞－

久
保
登

◆�
	


�
�

▽
優
秀
賞－

甲
地
あ

い
子
▽
優
良
賞－

本
間
安
夫

◆�



▽
優
秀
賞－

福
村
誠
▽
優
良

賞－

佐
々
木
陽
子

◆�
�
�
�

▽
最
優
秀
賞－

乙
部
ま

つ
の

◆	
�

▽
優
良
賞－

鶴
ケ
崎
儀
弘

◆�
�
�
�
�
�

▽
優
秀
賞－

久
保

田
か
つ
え

◆�
�
�
�

▽
優
秀
賞－

沼
尾
セ
コ

�
�
�
�
�
 

◆!
"
�

▽
優
秀
賞

[

東
北
町
地
方

酪
農
青
年
研
究
連
盟
委
員
長
賞]

－

佐
伯
義
明
▽
優
良
賞－

沼
山
定
雄
、

丸
山
耕
一

◆"
�
#
$
%
�
&

▽
優
秀
賞

[

東

北
町
地
方
酪
農
青
年
研
究
連
盟
委
員

長
賞]

－

デ
イ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
北
栄

▽
優
良
賞－

�
田
義
明

◆'
(
)
�
�
(
#
$
%
�
&

▽
最

優
秀
賞

[

南
部
地
域
農
業
共
済
組
合

長
賞]

－

松
山
弘
志
▽
優
良
賞－

吹

越
利
一
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▽
最
優
秀
賞－

甲
地
▽
優
秀
賞－

才

市
田
、
赤
平
▽
努
力
賞－

戸
舘
、
大

浦
、
八
幡
、
乙
供
元
町
、
菩
提
寺

�
�
�
�
�

▽
最
優
秀
賞－

小
川
原
小
▽
優
秀
賞－

水
喰
小
、
東
北
東
中
▽
努
力
賞－

千

曳
小
、
蛯
沢
小

�


�
�
�

▽
最
優
秀
賞－

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
す

み
れ
湖
▽
優
秀
賞－

㈱
沢
田
建
設
、

水
喰
保
育
園
▽
努
力
賞－

東
北
赤
松

福
祉
会
、
け
や
き
寮

�
�
�
�
�

[
]

内
は
副
賞

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▽
総
合－

瀬
川
き
よ
ゑ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
�
�
�

�
�▽

盆
養－

瀬
川
き
よ
ゑ
▽
福
助－

瀬

川
紀
美
子
▽
切
花－

瀬
川
ト
セ

�
�
�
�
�
!
"
#
�
�
$
%
�
�
�

▽
盆
養－

瀬
川
明
子
▽
福
助－

佐
藤

幸
子
▽
切
花－

瀬
川
き
よ
ゑ

�
�
�
&
'
(
#
�
�
$
%
�
�
�

▽
盆
養－
瀬
川
良
子
▽
福
助－

瀬
川

良
子
▽
切
花－
佐
々
木
カ
ツ
ヨ

�
)
*
�
�
+
,
-
.
%
�
�

▽
盆
養－

佐
藤
幸
子
▽
福
助－

佐
々

木
ナ
ツ
▽
切
花－

瀬
川
明
子

�


�
�
�

◆/
0
�
�
1
2
3
�
�

▽
和
田
一

(

衣
装
箪
笥
他)

▽
久
保

照
子

(

写
佛
画)

▽
蛯
名
昭
子

(

江

戸
型
彫
り)

◆�
�
4
5
3
�
�

▽
栄
町
婦
人
学
級

(

花
ず
み)

▽
南

町
す
こ
や
か
教
室

(

ぬ
い
ぐ
る
み)

▽
高
田
編
物
教
室

(

手
編
カ
ー
デ
ィ

ガ
ン
他)

▽
手
編
愛
好
会(

手
編
セ
ー

タ
ー
他)

�
�
�
�
�
�

�
�


�
�
�
�

[
]

内
は
副
賞

◆�
�
�
�
�
6
7
8
9
:
;
<
�

�
�

蛯
名
ア
サ
エ

(

わ
か
さ
ぎ
の
中

華
丼)

◆�
�
�
�
=
>
?
@
A
B
9
:
;

<
�
�
�

阿
部
都
々
子

(

カ
ボ
チ
ャ

の
春
巻
き
長
い
も
入
り)

◆�
C
�
�
D
E
F
G
H
:
;
<
�

�
�

沼
山
静
子

(

長
芋
と
野
菜
入
り

ハ
ン
バ
ー
グ)

◆)
*
�
�
�
�
�
9
I
J
K
	
�

�
�

駒
嶺
詔
子

(

長
芋
と
ま
め
の
お

こ
わ)

、�
�
�
�
L
M
:
	
�
�
�

新
山
節
子

(

白
菜
の
グ
ラ
タ
ン)

、

�
#
�
�
.
N
	
�
�
�

蛯
名
昭
子

(

芋
親
子
た
き
込
み
ご
飯)
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�
�
�
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�

名
号

(

所
有
者)

�
�
�
�
�
�
�
�

▽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞－

花
安
隆

(

瀬

川
与
一
郎)

▽
優
等
賞－

花
萌

(

蛯

名
太)

▽
一
等
賞－

花
太
郎

(

竹
花

源
太
郎)

▽
二
等
賞－

花
清

(

森
川

聡)

、
茂
花
桜

(

蛯
名
太)

▽
三
等

賞－

花
雪
長

(

佐
々
木
昭
一)

、
花

太
郎

(

蛯
名
太)

丸
美
津

(

佐
々
木

一
人)

�
�
�
�
�
�
	
�

▽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞－

か
お
り

(

米

内
山
力
男)

▽
優
等
賞－

ふ
く
ち
ゃ

ん

(

蛯
名
太)

▽
一
等
賞－

ひ
ら
ゆ

う
こ

(

佐
々
木
昭
一)

、
は
な
た
い

ち(

蛯
名
太
一
郎)

▽
二
等
賞－

し
ょ

う
こ

(

佐
々
木
昭
一)

、
み
か

(

蛯

名
勝
昭)

▽
三
等
賞－

は
な
さ
か
え

(

瀬
川
利
男)

、
は
な
お
と
め

(

和
田

孫
兵
衛)

、
や
す
み

(

立
崎
明
彦)

、

は
な
ひ
か
る

(

佐
々
木
一
人)

、
ふ

じ
こ

(

蛯
名
太
一
郎)



�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

秋
の
火
災
予
防
週
間
初
日
の
十
月

二
十
日
、
東
北
・
上
北
両
地
区
で
火

災
予
防
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
北
地
区
で
は
舘
花
地
区
で
出
発

式
が
行
わ
れ
、
同
地
区
の
消
防
団
員

や
八
保
育
園
の
園
児
ら
約
百
二
十
人

が
参
加
。
園
児
が

｢

絶
対
に
火
遊
び

を
し
ま
せ
ん｣

な
ど
と
、
元
気
に
防

火
を
誓
い
ま
し
た
。

続
い
て
消
防
車
両
を
先
頭
に
、
参

加
者
全
員
で
駅
前
通
を
約
二
十
分
か

け
て
パ
レ
ー
ド
し
、
町
民
へ
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

上
北
地
区
で
は
役
場
本
庁
舎
前
で

出
発
式
が
行
わ
れ
、
同
地
区
の
消
防

団
員
や
六
保
育
園
の
園
児
ら
約
百
十

人
が
参
加
。
ハ
ッ
ピ
ー
保
育
園
の
園

児
が
鼓
笛
を
披
露
し
た
あ
と

｢

火
事

の
な
い
町
を
つ
く
り
ま
す｣

と
元
気

よ
く
防
火
の
誓
い
を
し
ま
し
た
。

続
い
て
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

参
加
者
全
員
が
上
北
町
駅
ま
で
を
約

二
十
分
か
け
て
練
り
歩
き
、
町
民
へ

火
災
予
防
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

両
地
区
で
は
パ
レ
ー
ド
終
了
後
、

消
防
団
員
が
消
防
車
両
へ
分
乗
し
て
、

警
鐘
を
鳴
ら
し
な
が
ら
町
内
を
巡
回

し
、
町
民
へ
火
の
取
り
扱
い
に
注
意

す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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町
中
央
公
民
館
で
は
十
月
十
九
日
、

町
民
歩
く
つ
ど
い
を
開
催
し
、
参
加

し
た
約
百
人
の
町
民
が
、
東
北
新
幹

線
の
線
路
脇
を
歩
き
な
が
ら
、
順
調

に
工
事
が
進
む
七
戸
駅

(

仮
称)

駅

舎
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
七
戸
町
の
膝
森
交
差
地

点
か
ら
新
幹
線
の
軌
道
に
入
り
、
レ
ー

ル
脇
の
雪
溝
を
進
行
。
駅
舎
ま
で
の

約
二
㌔
の
コ
ー
ス
を
一
時
間
ほ
ど
か

け
て
完
歩
し
ま
し
た
。

今
回
が
線
路
に
入
る
こ
と
が
で
き

る
最
後
の
機
会
と
あ
っ
て
、
参
加
者

は
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
し
な
が
ら
、

間
近
に
迫
っ
た
新
幹
線
開
通
を
実
感

し
て
い
ま
し
た
。
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町
社
会
教
育
課
で
は
十
月
二
十
一

日
、
小
川
原
小
学
校
で
世
代
間
交
流

事
業
を
実
施
し
、
同
校
の
一
〜
三
年

生
の
児
童
三
十
五
人
と
、
地
域
の
お

年
寄
り
約
二
十
人
が
、
あ
や
と
り
や

コ
マ
回
し
な
ど
の
昔
遊
び
で
交
流
し

ま
し
た
。

参
加
し
た
お
年
寄
り
は
、
同
校
学

校
支
援
地
域
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
メ
ン
バ
ー
で
、
児
童
へ
十
種
類
の

昔
遊
び
の
遊
び
方
や
こ
つ
を
教
え
な

が
ら
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
昔
遊
び
の
あ
と
に
は
お
年

寄
り
か
ら
な
べ
っ
こ
団
子
が
振
る
舞

わ
れ
、
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

｢

歌
の
散
歩
道｣

の
公
開
収
録
が
十
月
二
十
四
日
、
町

民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

訪
れ
た
観
客
約
千
三
百
人
が
、
迫
力

あ
る
歌
声
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
出
演
し
た
の
は
、
北
山
た

け
し
さ
ん
、
原
田
悠
里
さ
ん
、
二
葉

百
合
子
さ
ん
の
三
人
で
、
観
客
は
お

目
当
て
の
歌
手
の
登
場
や
、
好
き
な

歌
が
披
露
さ
れ
る
た
び
に
、
大
き
な

拍
手
と
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
収
録
で
は
、
小
川
原
湖
や
温

泉
な
ど
東
北
町
の
情
報
が
紹
介
さ
れ
、

来
場
者
だ
け
で
な
く
、
ラ
ジ
オ
を
通

じ
て
全
国
へ
東
北
町
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま

し
た
。
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/
0
1
2
3
4
5

上
十
三
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会

(

松
山
定
見
会
長)

は
十
月
二
十
一

日
、
す
ぱ
ー
く
東
北
で
第
二
十
三
回

上
十
三
身
体
障
害
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
、
上
十
三
地
区
か
ら

参
加
し
た
九
チ
ー
ム
、
約
六
十
人
の

参
加
者
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

大
会
は
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
争
わ
れ
、
当
町
か
ら
参

加
し
た
東
北
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

チ
ー
ム
は
、
予
選
を
全
勝
で
通
過
し

て
勢
い
に
乗
る
と
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
も
勝
ち
進
み
、
み
ご
と
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
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な
が
い
も
洗
浄
選
別
・
貯
蔵
施
設

の
立
柱
式
が
十
月
二
十
九
日
、
建
設

場
所
で
あ
る
日
影
林
ノ
下
山
地
内
で

行
わ
れ
、
参
加
し
た
関
係
者
約
四
十

人
が
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

立
柱
の
儀
で
は
、
竹
内
町
長
が
作

業
棟
中
央
部
に
当
た
る
鉄
柱
の
ボ
ル

ト
に
差
し
込
ま
れ
た
ナ
ッ
ト
を

｢

え

い
、
え
い｣

と
声
を
掛
け
な
が
ら
金

づ
ち
で
た
た
き
、
根
元
に
し
っ
か
り

と
固
定
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
今
年
度
中
の
完
成
を
予

定
。
ナ
ガ
イ
モ
の
洗
浄
か
ら
貯
蔵
ま

で
を
一
体
的
に
行
な
う
も
の
で
、
出

荷
時
の
コ
ス
ト
や
農
家
の
労
力
削
減

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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第
八
回
ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち

Ｃ
Ｍ
大
賞

(

青
森
朝
日
放
送
主
催)

の
審
査
発
表
会
が
十
一
月
三
日
、
青

森
市
内
で
行
わ
れ
、
県
内
の
市
町
村

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
全
二
十
二
の
作

品
中
、
東
北
町
は
ア
イ
デ
ア
賞
を
受

賞
。
来
年
一
年
間
に
五
十
回
、
青
森

朝
日
放
送
で
放
送
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

町
が
出
品
し
た
の
は
、
小
川
原
湖

に
地
番
が
あ
る
こ
と
を
ユ
ニ
ー
ク
に

紹
介
し
た

｢

小
川
原
湖
１
９
１
番｣

と
い
う
作
品
で
、
監
督
の
田
中
寿
明

さ
ん
、
出
演
の
東
浩
二
さ
ん
、
米
田

則
夫
さ
ん
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
本
間

誠
さ
ん
の
四
人
で
制
作
し
ま
し
た
。

町
で
は
同
発
表
会
に
第
三
回
か
ら

毎
年
出
品
し
て
い
ま
す
が
、
大
賞
、

準
大
賞
に
次
ぐ
ア
イ
デ
ア
賞
は
、
過

去
最
高
位
の
受
賞
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

受
賞
報
告
の
た
め
十
一
月
四
日
、

役
場
本
庁
舎
を
訪
れ
た
東
浩
二
さ
ん

は
、
竹
内
町
長
へ

｢

こ
れ
を
励
み
に

さ
ら
に
上
の
賞
を
目
指
し
ま
す｣

と

賞
状
を
披
露
す
る
と
、
竹
内
町
長
は

｢
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
東
北
町
を
Ｐ
Ｒ

し
て
も
ら
え
る
の
は
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す｣
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
の
模
様
は
、
来
年
一

月
上
旬
、
青
森
朝
日
放
送
で
放
送
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
が

十
月
三
十
日
、
上
北
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
上
北
中
学
校
の
三

年
生
三
十
七
人
が
、
乳
幼
児
を
あ
や

し
た
り
し
な
が
ら
子
育
て
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
体
験
は
、
思
春
期
の
生
徒
の

母
性
や
父
性
、
思
い
や
り
の
心
を
養

う
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
、
人
見

知
り
を
し
て
泣
き
出
す
赤
ち
ゃ
ん
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
お
も
ち
ゃ
を
使
っ

て
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
離
乳
食
を
あ

げ
た
り
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

ま
た
お
母
さ
ん
に
出
産
の
喜
び
や

苦
労
話
を
質
問
し
、
子
育
て
の
大
変

さ
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。
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あ
お
も
り
循
環
型
社
会
推
進
協
議

会(

増
田
教
正
会
長)

は
十
一
月
五
、

六
日
の
両
日
、
北
谷
地
地
内
の
防
風

林
で
、
不
法
投
棄
防
止
撤
去
体
験
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
上
野
農
協

組
合
員
や
地
域
住
民
ら
約
百
人
が
参

加
。
林
の
中
に
棄
て
ら
れ
て
い
た
廃

家
電
や
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
金
属
く
ず
な

ど
、
二
日
間
で
延
べ
約
十
五
㌧
の
ゴ

ミ
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

ま
た

｢

不
法
投
棄
監
視
区
域｣

と

い
う
看
板
を
立
て
た
ほ
か
、
今
後
も

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど

し
て
、
環
境
保
全
の
意
識
啓
発
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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上
北
小
学
校
と
蛯
沢
小
学
校
で
は

こ
の
ほ
ど
、
家
庭
科
実
習
で
小
川
原

湖
産
の
シ
ジ
ミ
貝
を
使
っ
た
料
理
に

挑
戦
し
、
地
元
産
の
味
覚
を
味
わ
い

ま
し
た
。

こ
の
実
習
を
企
画
し
た
の
は
、
青

森
市
で
シ
ジ
ミ
貝
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
管
理
・
運
営
す
る

㈲
ペ
ー
ジ
ワ
ン
や
、
小
川
原
湖
漁
協

の
職
員
ら
で
構
成
す
る

｢

食
の
安
全

と
安
心
を
通
じ
て
薬
膳
食
を
研
究
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム｣

で
、
同

漁
協
が
シ
ジ
ミ
貝
の
安
全
・
安
心
を

付
加
価
値
に
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

十
月
二
十
九
日
は
、
上
北
小
学
校

五
年
二
組
の
四
十
人
が
調
理
実
習
を

行
い
、
小
川
原
湖
産
の
シ
ジ
ミ
貝
約

二
十
㌔
を
使
っ
て
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と

バ
タ
ー
炒
め
、
シ
ジ
ミ
汁
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

調
理
後
は
み
ん
な
で
試
食
。
ほ
と

ん
ど
の
児
童
が
シ
ジ
ミ
汁
し
か
味
わ
っ

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
、
初
め
て
食
べ
た
シ
ジ
ミ
の
ス
パ

ゲ
テ
ィ
と
バ
タ
ー
炒
め
の
お
い
し
さ

に
、
全
員
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
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第
二
十
七
回
上
北
郡
中
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
十
一
月
八
日
、

九
日
の
両
日
、
町
民
体
育
館
で
行
わ

れ
、
男
子
の
部
で
上
北
中
が
み
ご
と

優
勝
し
ま
し
た
。

男
子
の
部
に
は
郡
内
か
ら
五
チ
ー

ム
が
参
加
。
当
町
か
ら
唯
一
出
場
し

た
上
北
中
は
、
準
決
勝
で
百
石
中
を

八
〇
対
四
八
の
大
差
で
退
け
て
勢
い

に
乗
る
と
、
決
勝
で
も
前
大
会
優
勝

の
木
ノ
下
中
を
攻
守
と
も
に
圧
倒
。

全
ク
オ
ー
タ
ー
で
リ
ー
ド
を
守
り
、

一
〇
三
対
四
一
の
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
で

破
っ
て
、
二
大
会
ぶ
り
の
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
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町
の
遺
跡
展
が
十
一
月
十
日
か
ら

十
二
月
七
日
ま
で
、
町
歴
史
民
俗
資

料
館
で
開
催
さ
れ
、
蓼
内
久
保
遺
跡

と
鳥
口
平
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器

や
石
器
約
百
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

館
内
に
展
示
さ
れ
た
出
土
品
は
、

縄
文
時
代
と
平
安
時
代
の
も
の
で
、

模
様
の
つ
け
方
や
用
途
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
解
説
。
ま
た
、
火
山
灰
な

ど
が
積
も
っ
た
住
居
跡
の
土
層
を
接

着
剤
で
は
が
し
た
模
型
も
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
人
は
、
日
の
本
中
央
伝
承
の

元
に
な
っ
た
都
母
の
民
の
生
活
に
触

れ
な
が
ら
、
古
代
の
ロ
マ
ン
に
思
い

を
は
せ
て
い
ま
し
た
。
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平
成
二
十
年
度
東
北
地
区
朝
野
球
リ
ー
グ
戦
と
第
四
十

回
上
北
地
区
朝
野
球
リ
ー
グ
戦
の
閉
幕
式
が
十
一
月
十
二

日
、
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
リ
ー
グ
戦
は
二
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
全
九
十
六

試
合
の
熱
戦
が
行
わ
れ
、
東
北
地
区
は
長
崎
石
油
、
上
北

地
区
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
上
野
野
球
愛
好
会
、
同
地
区
Ｂ
ブ
ロ
ッ

ク
は
旭
町
野
球
部
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

閉
幕
式
で
は
町
野
球
協
会
の
町
屋
重
實
会
長
が
、
上
位

チ
ー
ム
と
活
躍
選
手
を
表
彰
し
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
お
互
い

の
活
躍
を
た
た
え
合
い
な
が
ら
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
健
闘
を

誓
い
ま
し
た
。

各
リ
ー
グ
戦
の
結
果
と
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略)

��������	
��
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①長崎石油 (９勝１敗)

②極上 (９勝１敗) [決定戦による]
③クエスチョン (５勝５敗)
④蛯沢燃料店
⑤虎兎
⑥乙供ファイターズ

����

� � 	

本間恒 (長崎石油)

� 
 �

� � 	
吹越敏行 (極上)


 �

� � 	

長久保博､ 井上英行 (長崎石油)
沼山勝弥 (極上)
甲田大星 (クエスチョン)
欠端恒太 (蛯沢燃料店)

� 
 	

岡山雄大 (長崎石油)
大崎優也 (極上)
長嶺丈晴 (クエスチョン)
吹越祐久 (蛯沢燃料店)
高田一仁 (虎兎)
町屋宏佑 (乙供ファイターズ)

� �

� � 	
蛯沢正雄 (長崎石油)

� � 	 吹越隆輔 (極上) [ノーヒットノーラン]
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①上野野球愛好会 (７勝１敗２分)

②春華 (７勝２敗１分)
③上北ファントム (５勝２敗３分)
④上北ソルマック
⑤三共マリナーズ
⑥ファイヤーズ

①旭町野球部 (８勝)

②Ｔｔ (７勝１敗)
③商工会 (５勝２敗１分)
④エースワン ⑤チーム上野 ⑥㈱内山
⑦栄町野球部 ⑧五十樹クラブ
⑨ＥＥ友上北

����

� � 	

蛯名雅樹 (上野野球愛好会)

� 
 �

� � 	
下斗米佑哉 (春華)

土橋雅俊 (旭町野球部)
赤石佑太郎 (Ｔｔ)


 �

� � 	

蛯名貴章､ 蛯名直樹 (上野野球愛好会)
下斗米一哉 (春華)
沼田勇人 (上北ファントム)
保坂裕也 (上北ソルマック)

工藤哲也､ 小玉大晃 (旭町野球部)
小笠原章 (Ｔｔ)
佐々木勝 (商工会)
橋本直貴 (エースワン)
蛯名聖治 (チーム上野)
永山雅隆 (㈱内山)

� 
 	

小笠原正人 (上野野球愛好会)
大坂真治 (春華)
木村輝久 (上北ファントム)
佐々木純樹 (上北ソルマック)
蛯名真琴 (三共マリナーズ)
宮古春樹 (ファイヤーズ)

甲田脩弘 (旭町野球部)
野田頭上総 (Ｔｔ)
萠出祐一 (商工会)
中村康幸 (エースワン)
上松丈裕 (栄町野球部)
蛯名寿昭 (五十樹クラブ)
蛯名忠喜 (ＥＥ友上北)

� �

� � 	
蛯名宏幸 (上野野球愛好会) 和田真悦 (旭町野球部)

� � 	
沼尾享彦 (春華) [ノーヒットノーラン]
尾形泰輝 (上北ファントム) [ 同 上 ]
上野野球愛好会 [県大会ベスト８]



��

第
十
八
回
七
戸
地
区
交
通
安
全
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
十
一
月
十
四
日
、

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
上
北
で
行
わ
れ
、

東
北
町
と
七
戸
町
か
ら
参
加
し
た
約

二
百
人
の
参
加
者
が
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
楽
し
み
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
を

学
び
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
十
一
月
の

｢

い
き
い

き
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
強
調
月
間｣

に
合
わ
せ
て
開
催
し
た
も
の
で
、
第

一
ゲ
ー
ト
を
通
過
さ
せ
た
参
加
者
が
、

コ
ー
ト
内
に
設
け
ら
れ
た
横
断
歩
道

を
左
右
確
認
し
て
か
ら
渡
る
な
ど
し

て
、
交
通
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
て
い

ま
し
た
。
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町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
の

松
山
定
見
さ
ん
が
十
月
十
六
日
、
全

国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
創
立
五
十

周
年
記
念
顕
彰
の
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。ま

た
、
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

副
会
長
の
天
間
啓
次
さ
ん
が
十
一
月

六
日
、
平
成
二
十
年
度
県
税
県
民
局

長
表
彰
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

二
人
は
地
域
納
税
貯
蓄
組
合
の
発

展
の
た
め
に
長
年
尽
力
し
て
き
た
こ

と
が
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
役
場

本
庁
舎
で
表
彰
の
報
告
を
受
け
た
竹

内
町
長
は

｢

こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦
に

敬
意
を
表
し
ま
す｣

と
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

������������������������������������  

第
二
十
四
回
上
十
三
芸
術
祭
が
十

一
月
十
五
、
十
六
日
の
両
日
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
未
来
館
で
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
芸
術
フ
ァ

ン
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
芸
術
祭
は
、
上
十
三
地
域
の

文
化
団
体
の
交
流
と
発
展
を
狙
い
に

開
催
し
た
も
の
で
、
会
場
に
は
、
九

市
町
村
の
芸
術
家
や
愛
好
家
ら
約
五

百
五
十
人
に
よ
る
絵
画
や
工
芸
、
写

真
、
短
歌
な
ど
、
八
部
門
の
作
品
五

百
八
十
点
余
り
が
ず
ら
り
と
並
び
ま

し
た
。

ま
た
、
当
町
で
の
開
催
は
十
一
年

ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
訪
れ
た

町
民
は
熱
心
に
力
作
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

!!""��##$$%%&&''(())**++##$$,,

第
十
八
回
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
十
一
月

十
六
日
、
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
町
内
外
の
愛
好
家
約
百
五
十

人
が
社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
当
町
の
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル

(

蛯
名
悦
武
会
長)

が
、
周
辺

市
町
村
の
愛
好
家
た
ち
と
の
交
流
を

深
め
る
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
、

参
加
者
は
音
楽
が
変
わ
る
た
び
に
次
々

に
パ
ー
ト
ナ
ー
を
代
え
、
華
麗
な
ス

テ
ッ
プ
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
料
の
一
部
か
ら
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
三
万
円
が
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
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◆
東
北
町
陶
芸
ク
ラ
ブ

(

沼
崎
昭
代

表)

は
十
一
月
六
日
、
地
域
福
祉

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
、
生
き
活
き
産
業

文
化
ま
つ
り
の
陶
芸
作
品
バ
ザ
ー

の
益
金
二
万
六
千
六
百
五
十
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。

◆
シ
ル
バ
ー
陶
芸
ク
ラ
ブ

(
蛯
名
ト

キ
代
表)

は
十
一
月
十
日
、
地
域

福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
生
き
活
き

産
業
文
化
ま
つ
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
の
売
上
金
一
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
�

広
報
11
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。
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(

正)

長
男

[

８
か
月]

だ
い
ご

沖

澤

大

剛
く
ん
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最近､ わたしの周りで結婚に関する話題が多くなっ
た｡ でも単純におめでとうとばかり言えないことも
ある｡
大学を卒業して３年になる春子さんは､ 学生時代
から付き合っている彼と結婚するつもりでいたが､
彼がなかなか安定した職業に就けないので､ 最近は
別れた方がいいのではと思い始めている､ と言う｡
それに対して夏子さんは､ 就職して４年､ 職場で
も将来を期待されていたが､ 他県に住む彼と結婚す
るために退職してしまった｡ できれば専業主婦になっ
て家庭にいてほしいと彼に言われて､ 悩んだ末に決
心したと言う｡
自立意識が強いといわれる最近の若い女性たちに
も､ “結婚したら夫 (男性) が稼いで妻子を養うも
の”といいかえれば､ 結婚したら夫が養ってくれる
はず (夫に養ってもらうのが当たり前) という固定
観念が染み付いていることに､ 改めで愕然とさせら
れる｡ なぜ､ そのように無邪気に思い込むことがで
きるのだろう｡
結婚するのが当たり前ではなくなり､ 離婚も日常
茶飯事になり､ 母子世帯の経済的困難についても知

られるようになっている｡ そして､ 当の夫や男性た
ちは､ リストラにさらされ､ 過労死や自殺に追い込
まれ､ 給料は減り続け､ 正規雇用はもちろん､ 就職
の見通しさえもてない若い男性も多い｡ こうした状
況の中で“夫 (男性) に生涯養ってもらえる”､ ま
たは“夫が生涯妻子を養う”ことができる可能性は､
確実に減ってきているのだ｡
秋子さんは､ 結婚後､ 10年以上専業主婦として過
ごしてきたが､ 夫が過労による“うつ”で退職を余
儀なくされたことをきっかけに､ これまでの生き方
を見つめなおしたという｡ ｢一時は目の前が真っ暗
になったけど､ 落ち着いて考えたら夫が生きてそば
にいてくれることが一番大切｡ これからはわたしが
働いて夫を支える｡ 夫が元気になったら今度は一緒
に支え合って暮らしていこうと決心した｡ こんなふ
うに思えるようになった自分がうれしい｣ と明るく
笑った｡ がんばれ！
“男性は妻子を養う責任がある”､“男は一家の

大黒柱”､“男は結婚して家族を養って一人前”と
いう固定観念は､ もう男性も女性も乗り越えるべき
時期にきているのではなだろうか｡
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�	
�－東北町民で､ 平成21年３月31日現在30歳以上の方
(平成20年度の集団健診及び人間ドックを受けていない方)

�� 
－平成21年１月７日(水) 受付：午前７時～８時30分
�� �－東北町保健福祉センター (ＪＲ乙供駅前)
�������－12月17日(水) [電話等で申込みください]
����－婦人科検診は行いません｡ また健診受診者の送迎バスはありません
��������－東北町保健福祉センター (TEL 0175-63-2001)

上北保健福祉センター (TEL 0176-56-2933)

健診項目 料金 健診項目 料金 健診項目 料金

特定健診 1,000円
肝炎検診
(40歳の男女)

800円 胃がん検診 800円

大腸がん検診 400円 肺がん検診 100円
前立腺がん検診
(50歳以上男性のみ)

700円

����

 !"#$%&'
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忘年会にお正月… アルコールを飲む機会が
増える時期になりました｡
町で飲酒習慣のある人は､ 男性で79％､ 女性
で29％となっています (平成19年度生活習慣問
診票結果より)｡ アルコールは適量を楽しむ程
度ならよいのですが､ 適量を超えたり毎日飲ん
だりしていると､ 健康への影響が出てきます｡

１つでも該当するあなたはイエローカードで
す｡ お酒は ｢百薬の長｣ といわれていますが､
一歩間違えれば次のとおり ｢万病のもと｣ にな
る薬物です｡

��

���

������	
���

□飲むときに､ 食事やつまみを食べない
□毎日飲む
□休日には朝や昼から飲む
□寝るために飲む
□１回に飲む量が以前より増えている
□周囲の人から飲酒のことで注意を受けた
ことがある


�����

◇カロリーの過剰摂取
◇血糖値や中性脂肪､ 尿酸値を上げる
◇肝機能の低下
◇不眠・不安
◇胃腸障害
◇高血圧症
◇がん など

飲酒する理由として ｢眠れないから｣ という
方がいますが､ かえって眠りが浅くなり夜間に
目が覚めやすくなるため､ 睡眠障害の原因にな
るので注意が必要です｡

������
����
������� !"#$%�&
'�
(����)*��+,-

１日の適量のビール500mlは約200キロカロリー
で､ 速歩50分に相当します｡
カロリーの過剰摂取は肥満のもとです｡ アル
コールからのカロリーの取り過ぎにも注意しま
しょう｡

�
��������

�	������

� !�"－やけ酒や､ 不眠・不安を解消
するために飲まない

# $%"&－ゆっくり飲んだ方が肝臓へ
の負担が少なくなります

' ()*+,－良質なたんぱく質やビタ
ミン類の豊富なおつまみを選ぶと､ 肝
臓代謝機能が高まります｡ ただし塩分
は控えめに！

- ./#01230－肝臓にもお休みが
必要です

4 567/
�����－年に１回は健
診を受け健康管理を



��

今年からメタボリックシンドローム健診 ｢特定健診｣ が始ま
りました｡
お腹周り､ 肥満度､ 血圧､ コレステロール､ 糖の検査結果に
よっては ｢特定保健指導｣ の対象にもなります｡
特定健診でチェックされないためにも､ 日ごろの生活習慣を
見直してみてはどうでしょうか？
そのためのお手伝いをしたいと考えていますので､ 皆さんの
参加をお待ちしています｡

��������－東北町保健福祉センター (TEL 0175-63-2001)
上北保健センター (TEL 0176-56-2933)

�������� �	
��


� � � � � � � �

12月11日(木)
９:30～11:00

東北町保健福祉センター 調理実習･保健師による講話 町栄養士・保健師

平成21年
１月29日(木)
13:00～14:30

上北保健福祉センター 歯周病予防のために
(予定)沼山歯科医院
沼山助直氏

２月４日(水)
９:30～11:00

東北町保健福祉センター イスでできる健康体操
インストラクター
山本直子氏

２月16日(月)
９:30～11:00

上北保健福祉センター 調理実習･保健師による講話 町栄養士･保健師

３月12日(木)
９:30～11:00

東北町保健福祉センター ヨガでリラックス
インストラクター
柳沢ちせ子氏

������ ���	
��
���

※１ 土曜日の診療科は､ 内科・外科・小児科・皮膚科・耳鼻科です
※２ 月曜日の診療科は､ 内科・外科・小児科・皮膚科・整形外科です
【ただし､ 救急患者はいつでも受付します】
◆問合せ－公立七戸病院 (TEL 0176-62-2105)

	 
 � � 


平成20年12月27日(土) [※１] 午 前 診 療

����������	
	�������
��	
	� � �

平成21年１月５日(月)～ [※２] 平常どおり診療
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年末年始の運転免許証の更新や再交付の申請等は次のとおりとなりますので､ ご注意ください

����－青森県運転免許センター (TEL 017-782-0081)

� � ������	
 ������

 ����

� � � �
12月28日(日) １月４日(日) ・県運転免許センター
12月26日(金) １月５日(月) ・県内各警察署 (青森署を除く)

� � � � � 12月26日(金) １月５日(月) ・県運転免許センター
・県内各警察署 (青森署を除く)�������� 12月26日(金) １月５日(月)

�����	
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昨年に引き続き､ 灯油価格の高騰を受けて､
乳幼児子育て世帯､ 75歳以上の高齢者がいる世
帯､ および低所得者世帯等の一定所得以下の世
帯の経済的負担の軽減を図るため､ 灯油購入費
等の一部を助成します｡

平成20年６月２日から､ 住宅用火災
警報器の設置が義務付けられました｡
町では､ 火災警報器の普及促進を目

的に､ １世帯当たり火災警報器１台を
給付します｡

�
�

�
�

平成20年12月１日現在､ 東北町に住民登録が
あり､ 次のいずれかに該当する世帯 (社会福祉
施設等への長期入所､ 老人・障害者向け集合住
宅に入居および長期入院している世帯は除く)
なお､ 対象世帯には後日通知します｡
◆少子化対策の対象世帯
▽０歳から６歳 (小学校就学前) までの子が
いる世帯で､ 所得税額が４万円未満の世帯
▽０歳から満18歳までの子が３人以上いる子
育て世帯

◆高齢者対策の対象世帯
▽75歳以上の高齢者がいる町民税非課税世帯
(介護保険料激変緩和世帯を含む)

◆低所得世帯の対象世帯
▽重度心身障害者世帯の町民税非課税世帯
▽母子・父子世帯の町民税非課税世帯
▽寡婦世帯の町民税非課税世帯
▽生活保護世帯

次の要件をすべて満たす方
◆平成20年12月１日現在､ 東北町に住
民登録がある方
◆町民税非課税世帯
◆貸家・アパート・施設等に入居して
いない方

�
�
	



１世帯当たり16,000円 (口座振込)
[月4,000円の４か月分 (12月～翌年３月)]

１世帯当たり火災警報器１台を給付
(すでに設置を完了している方には､
火災警報器１台分の価格を限度として
助成します)
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▽印鑑
▽通帳 (郵便局以外の金融機関)

▽印鑑
▽通帳 [すでに設置を完了している方]
(郵便局以外の金融機関)
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▽東北地区－役場分庁舎 福祉課
▽上北地区－役場本庁舎 福祉課分室

▽東北地区－役場分庁舎 東北支所
▽上北地区－役場本庁舎 ２階会議室
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▽役場本庁舎 福祉課分室
(TEL 0176-56-3111 内線140)

▽役場分庁舎 福祉課
(TEL 0175-63-2111 内線521)

役場 総務課
(TEL 0176-56-3111､ または
TEL 0175-63-2111 内線226・227)
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窓口の混雑を少なくするために､ 小学校区単位で日程を振り分けています｡ ご協力をお願いします｡

�������－午前９時～午後４時
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12月８日(月) 甲 地 小 学 校 区 町 内 会
上 北 小 学 校 区 町 内 会

12月９日(火) 水 喰 小 学 校 区 町 内 会
12月10日(水) 千 曳 小 学 校 区 町 内 会 小 川 原 小 学 校 区 町 内 会
12月11日(木)

蛯 沢 小 学 校 区 町 内 会
第 一 小 学 校 区 町 内 会

12月12日(金) 上記日程で都合のつかなかった世帯
12月15日(月)～12月19日(金) 上記日程で都合のつかなかった世帯 上記日程で都合のつかなかった世帯

��� !"#$%&�'()*+

冬期間は天候や気温の変化､ 交通量などの影響により､ 路面状況が時一刻と変化します｡
路面が凍結したり､ 雪が積もったりすると非常に滑りやすくなり､ スリップによる追突事故が
多く発生します｡
速度は控えめに､ 車間距離を十分に保って安全運転を心がけましょう｡

�,-./01234)5678

県内では振り込め詐欺が多発しています｡
皆さんは次の公式を覚えて､ 振り込め詐欺の被害に遭わないようにしましょう｡

�9:;－七戸警察署 (TEL 0176-62-3101)
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冬道は危険がいっぱい｡ スピードは控えめに､ ゆとりある運転をしましょう
ENO B�CD

冬道はスリップしやすいので､ 車間距離を十分とり､ 安全運転に努めましょう
EPQR/ S4

冬道は､ 焦りや無理な運転は禁物｡ 余裕をもって早めに出発しましょう

ETUVWXT,-./�Y�Z�W[ \]^

電話で､ お金を振り込め､ または還付金があると言われた
ら､ 振り込め詐欺と思ってください｡
いったん電話を切り､ 必ず家族や知人､ 警察に相談してく

ださい｡
ET_`UVW[ abc^

少しでもおかしいなと思ったら､ すぐに電話を切ってくだ
さい｡
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除雪及び排雪作業は､ 交通渋滞を引き起こさないために交通量
の少なくなった夜間､ 早朝に行われます｡
ご迷惑をおかけしますが､ ご理解ください｡
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路上の駐停車は除雪の妨げになりますので､ 決められた場所以
外での駐停車はやめましょう｡
故障などでやむをえず路上に置くときは､ 目印に赤旗を立てて
ください｡

���������	

除雪および排雪作業を迅速に､ 安全に進めるために､ 一時通行
止めにすることがあります｡
ご理解とご協力をお願いします｡

�������
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除雪車は重機械であり､ 前後約10ｍは死角となります｡
また､ 雪の中に混じっている砕石やガラス等が飛び散る場合も
ありますので､ 30ｍ以内には近寄らないようにお願いします｡
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除雪車で寄せた雪を道路に返したり､ 各家庭の雪を道路に押し
出したりしないでください｡

����
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美 須 々 笹倉建設㈱ 新舘･戸舘･八幡･赤平 ㈲弘洋建設

夫 雑 原 二北運送㈱ 大浦 ㈲小林造設

水 喰 ㈱中村建設工業 徳万才･中岫平･才市田･大洞 ㈲瀬勇建設

寒 水 ㈱本間建設 上野･新町と本町の一部(上北北)・境ノ沢 ㈱上北建設運輸

甲 地 ㈱岡山起業 新町と本町の一部(上北南)･南町･栄町の一部 ㈱上北産業

清 水 目 ㈲カイシン建業 新山･栄町の一部 新栄建設㈱

馬込･表町 東管工業㈱ 沼崎本村･菩提寺 ㈲佐々木建設

船 ケ 沢 ㈲山端組 花向町･旭町の一部(旭北)･豊田･栄沼 ㈱東北クリエイティブ

緑 町 東和建設㈱東北町営業所 旭町の一部(旭南) ㈱山美建設

滝 沢 平 ㈱東部建設 小川原(北)･向山 ㈲米倉

乙 供 ㈱桜井組 小川原(南)･虫神 ㈲新騰弥建設

�012－役場建設課 (TEL 0176-56-3111､ またはTEL 0175-63-2111 内線241・648)
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水道メーターは､ ワラや土などで保護し､ 凍結から守りましょう
��� !"# �$%&�
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不凍栓や水抜栓は､ 寝る前や長期間留守にする場合にはしっかりと締
め､ 蛇口は開けておきましょう (風呂場等は要注意)
�,-./
01)��2
�345675
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漏水のため異常に高い料金を請求されることもありますので､ 全部の蛇口を締めて､ 水道メー
ターが回転していないことを確かめましょう
��=>?�@A!B"�C�D
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�OD;－役場水道課 TEL 0176-56-3111､ またはTEL 0175-63-2111 (内線380・381)
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附田設備工業㈱ 0175-62-3011 ㈲蛯名水道 0176-56-2321

東誠電機工業㈱ 0175-63-2234 ㈲三共設備工業 0176-56-5307

勝電気工業㈱ 0175-63-3149 ㈱高橋電機工業 0176-56-4898

㈲安江設備 0175-63-3473 新栄建設㈱ 0176-56-4041

㈲高木電気 0175-63-3020 ㈲サプライシステム 0176-56-5959

㈲北斗興業 0175-68-2152 ㈲弘洋建設 0176-60-1260

酒田営膳 0175-65-5105

�������	
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今春､ 十和田湖周辺において､ 白鳥の死骸から高病原性鳥インフルエンザウイル
スが検出されました｡
野鳥の渡来シーズンを迎え､ ウイルスに感染した野鳥が渡来し､ 餌をやる場所で
も感染する可能性があります｡
青森県からの野鳥への餌やり自粛要請を受け､ 当町も自粛することとしました｡
当分の間､ 野鳥への餌やりを自粛くださいますよう､ ご協力をお願いします｡

�OD;－役場 商工観光課 (TEL 0176-56-3111､ またはTEL 0175-63-2111)
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�P Q－平成21年１月５日(月) 午後５時～
�R �－町民文化センター
�R S－３,０００円 (事前に納めてくださいますようお願いします)
�TUVW－平成20年12月15日(月)
�TUXYOD;－▽役場 総 務 課 (TEL 0176-56-3111)

▽役場 東北支所 (TEL 0175-63-2111)
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�����…小学校就学前の児童で､ 両親が次のいずれかに該当し､ また同居の親族も児童を保育す
ることができない場合
①家庭外で仕事をする場合 ②家庭内で仕事をする場合 ③出産で保育できない場合
④病気・心身障害の場合 ⑤病人・心身障害者の介護の場合 ⑥家庭の災害の場合
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▽募集期間…平成21年１月５日(月)～平成21年１月30日(金)
▽受付場所…各保育園(所)､ および役場福祉課 (本庁舎・分庁舎どちらでも可)
�����

①保育所入所申込書
②就労証明書
③平成20年度市町村民税課税証明書…平成20年１月１日現在､ 東北町以外に住所があった方は必要
ですので､ 前住所地の市町村から取り寄せて下さい
④源泉徴収票 (平成20年分) のコピー…勤務先から取り寄せて下さい
����	…平成21年４月１日から小学校入学前までの範囲内で､ 保育に欠ける期間 (ただし､ 出産・
就職活動中などの場合は､ 入所期間を限定します)
�����…定員枠範囲内は全員受け入れますが､ 定員を超える場合は継続入所児童を優先し､ 第２・
第３希望の保育園(所)への入所の場合もあります (最終決定は３月中旬に通知します)
�����…保護者が仕事の都合上､ 特別の事情がある場合､ 他の市町村の保育園(所)を選択できま
す (ただし､ 定員に余裕があるなど､ 他市町村の承諾が得られる場合に限ります)
�����
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▽年度途中 (４月以降) の入所は随時受け付けしますが､ 保育園(所)定員の枠内となります
▽現在入所中の児童が引き続きその保育園(所)に入所する場合､ 次の書類の提出が必要となります
①家庭状況調書
②就労証明書
③源泉徴収票 (平成20年分) のコピー…勤務先から取り寄せて下さい｡

���� !"#$%�& '(�)�*+,*+-./'01234561

▽役場本庁舎 福祉課分室 (TEL 0176-56-3111 内線141)
▽役場分庁舎 福祉課 (TEL 0175-63-2111 内線531)

}R���SGT7UV()WXYZ[\]^[\_`QXabcdefghi

}R���SGT+Qjk,lhi
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平成20年分の所得税の確定申告書の提出を､ 納税者本人の電子証明書を利用して､ 平成21年１
月５日から３月16日までの期間内に��������	
��
����������������
���� !"###$ (その年分の所得税額を限度とします) の控除を受けることができます｡ (平
成19年分の確定申告で､ この税額控除の適用を受けた方は受けられません)

このe-Taxを利用するには､ 電子証明書の取得が必要です｡
電子証明書とは､ 住民が安心してインターネットを通じて国や地方の行政機関が行う電子申請・
届出等の行政サービスを受けるために利用するもので､ 都道府県・市区町村からは個人向けに
｢公的個人認証サービス｣ による電子証明書が発行されています｡
確定申告時期が近づくと､ 電子証明書の発行の際に役場の窓口でお待ちいただく場合もありま
すので､ 	
%&'()�*+,-.+/01234
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住民票のある市区町村の窓口で住民基本台帳カード (住基カー
ド) を入手し､ 申請書等を提出して取得できます｡ (発行手数
料として､ 住基カードは1,000円､ 電子証明書は500円が必要)
本人確認書類として､ 運転免許証やパスポートなどの官公署
が発行した写真付きの証明書をご持参ください｡
※住基カードは申請してから出来上がるまで10日ほどかかりま
すので､ ２月下旬までに申請をお願いします｡
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｢公的個人認証サービス｣ の電子証明書は住基カードの中に入れますので､ ＩＣカードリーダ
ライタという住基カードの情報を読み取るための装置をご準備ください｡
ＩＣカードリーダライタは家電量販店やインターネット販売で購入できます｡ (参考価格：2,500
円～4,000円程度で､ カードの種類により異なります)
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�*+, ▽役場分庁舎 町民課 (TEL 0175-63-2111 内線549)
▽役場本庁舎 町民課分室 (TEL 0176-56-3111 内線153)
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来年の５月21日から裁判員
制度がスタートします｡
皆さんから多く寄せられる
ご質問にお答えします｡
��������	
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裁判員制度は､ 国民の皆さ
んの中から選ばれた６人が裁
判員として刑事裁判に参加し､
３人の裁判官と一緒に被告人
が有罪か無罪か､ 有罪の場合
にはどのような刑にするかを
決めるという制度です｡
裁判員制度では､ 裁判の進
め方やその内容に皆さんの視
点や感覚が反映されますので､
その結果､ 裁判全体に対する
国民の理解がより深まり､ 裁
判がより身近に感じられ､ 司
法への信頼が高まっていくこ
とが期待されています｡
�����������	�
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｢仕事が忙しい｣ というだ
けでは辞退はできませんが､
とても重要な仕事があり､ 自
分でこれを処理しなければ著
しい損害が生ずる恐れがある
場合には､ 辞退することがで
きます｡
辞退の判断は裁判所が行い
ますが､ その際には裁判員と
して裁判所に通う期間､ お勤
め先の規模や代わりの人がい
るのか､ 裁判員として参加す
ることが事業にどのくらい影
響があるのかなどを考慮する
ことになります｡
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裁判員や裁判員候補者等に
なって裁判所に来られた方に
は､ 旅費 (交通費) と日当が
支払われます｡
旅費として鉄道運賃等が支
払われるほか､ 鉄道等以外の
区間は､ 距離に応じて１km当
たり37円で計算した金額が支
払われます｡
旅費の額は､ 原則として最
も経済的な (安価な) 経路や
交通手段で計算されますので､
実際にかかった交通費と一致
しないこともあります｡
日当の具体的な額は､ 選任
手続きや審理・評議などの時
間に応じて､ 裁判員候補者・
選任予定裁判員については１
日当たり８千円以内､ 裁判員・
補充裁判員については１日当
たり１万円以内で決められま
す｡
また､ 裁判所が自宅から遠
いなどの理由で宿泊しなけれ
ばならない方には､ 宿泊料も
支払われます｡
�����0(12'���
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実際の審理日数はそれぞれ
の事件の内容により異なりま
すので､ 一概にはいえません｡
しかし､ 裁判員制度では､
法廷での審理を始める前に､
裁判官・検察官・弁護人の３
者でポイントを絞ったスピー
ディーな裁判が行われるよう
に､ 事件の争点や証拠を整理
し､ 審理計画を明確にするた
めの手続き (公判前整理手続)
が行われます｡
また､ できるだけ連日的に
開廷することとなっています

ので､ 約７割の事件が３日以
内で終わると見込まれていま
す｡
事件によってはもう少し時
間のかかるものもあります
(約２割の事件が４日または
５日､ 約１割の事件が６日以
上)｡
１日にどのくらいの時間裁
判を行うかは､ 事件ごとに異
なりますが､ 事件の内容や裁
判員の負担なども考慮して､
その都度決めていくことにな
ります｡
ただ､ 丸１日かかる事件で
も､ 裁判の前後に裁判員と裁
判官との打ち合わせをするこ
とが考えられますし､ 昼食時
間も当然ありますので､ 法廷
で裁判が行われる時間は､ 通
常は１日５時間程度と考えら
れます｡
����$�%&9��	:
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事件関係者から危害を加え
られる恐れのある例外的な事
件については､ 裁判官のみで
審理することになっています｡
不安や危険を感じるような
事態が生じた場合には､ すぐ
に裁判所へ相談してください｡

裁判員制度の実施に向けた
さまざまな情報を､ 裁判員制
度ウェブサイト (http://www.
saibanin.courts.go.jp/) で
も紹介していますので､ ご覧
ください｡

裁判員制度は､ 法律の専門
家ではない国民の皆さんが参
加することに意義のある制度
ですので､ 皆さんのご理解と
ご協力をお願いします｡
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社会保険庁では､ 国民年金
保険料の未納者に対して行う
電話による納付督励業務につ
いて､ 民間委託を実施してい
ます｡
これは ｢競争の導入による
公共サービス改革に関する法
律｣ に基づき､ 従来､ 官が行っ
てきた事業に民間事業者の参
入機会を広げ､ 民間事業者の
創意工夫やノウハウの活用に
より､ 低コストでより良いサー
ビスの提供を目指すために導
入されたもので､ 社会保険庁
(社会保険事務所) から委託
を受けた民間事業者が国民年
金保険料の納付のご案内を行っ
ています｡
��������	
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民間事業者に提供する個人
情報は､ 納付督励を行う上で
必要となる国民年金保険料の
未納者情報に限定しており､
さらに取り扱い事業者に対し
ては ｢個人情報の保護に関す
る法律｣ や本事業に係る委託
契約書､ 当庁独自の取り扱い
規定等で､ 目的外使用や閲覧､
漏洩､ 複写等を禁じるなど､
厳格な安全管理措置を講じて
います｡
なお､ ご自宅へ訪問する際
は､ 社会保険庁発行の ｢納付
督励員証明書｣ を携帯してお
りますので､ ご確認願います｡

��������
���������
� �!"#��$%
年金を受けている方が､ 受
給されている年金制度の別
(国民年金・厚生年金保険・
各共済組合) にかかわらず､
さらにほかの年金を受ける権
利を得た場合 (障害年金を受
給されている方が老齢年金を
受給できるようになった場合
など) は､ 原則としてどちら
か一方の年金を選択すること
となり､ もう一方の年金は支
給停止となります｡
そこで､ ご本人にとって有
利となる年金を選択していた
だくためには ｢年金受給選択
申出書｣ を提出する必要があ
ります｡
仮に ｢年金受給選択申出書｣
の提出が遅れた場合､ 一方の
年金の支給停止処理が遅れ､
年金の過払いが生じることも
ありますので､ ２つ以上の年
金を受けることができるよう
になったときは､ お早めに
｢年金受給選択申出書｣ を提
出してください｡
ただし､ 年金の種類によっ
ては､ 例外として２つ以上の
年金を受けることができる場
合もあります｡

����

▽青森社会保険事務所
TEL 017-734-7495 (代表)
▽ねんきんダイヤル
TEL 0570-05-1165
(ＩＰ電話・ＰＨＳからは
TEL 03-6700-1165
にお電話ください)
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�����－冬季間 (12月～
３月) の公園内における､
管理棟・休憩棟・屋外便所
の清掃､ ゲレンデ整備､ 簡
易リフト運転助手､ 建物周
辺等の除雪､ 火気管理等
����	－２名程度
�
���－現在無職で求職
中の東北町民で､ スノーモー
ビルの運転が可能な方
�
����－平成20年12月
末から平成21年３月上旬ま
でのうち70日間程度
������－午前10時から
午後９時までの間で､ ５時
間～８時間程度の勤務 (祝
祭日勤務有り)
������－12月12日(金)
(履歴書提出のこと)
��������－町スキー
クラブ事務局 乙供 (役場
分庁舎農林水産課内)
TEL 0176-56-3111または
0175-63-2111 (内線630)

��������
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10月29日から青森県最低賃
金が改正されました｡

��� �� !

青森県最低賃金は､ 県内で
働くすべての労働者に適用さ
れます｡
なお､ 一部の製造業および
小売業については､ 産業別最
低賃金が別に定められていま
す｡
����－青森労働局労働基
準部賃金室
TEL 017-734-4114
URL http://www.aomori.

plb.go.jp/

#$%$&
'()�*+	+,-.

公立ぎんなん寮では､ 歳末・
クリスマスセールを開催しま
す｡
期間中は､ 園芸商品が20％
割引き (友の会会員は30％割
引き) のほか､ 日替わり割引
き商品も用意しております｡
���－12月１日(月)

～12月28日(日)
�"#－ぎんなん寮直売所ハ
ンズ､ および大温室
�$%&－シクラメン・ポイ
ンセチア・洋ラン・各種鉢
花・正月用切花・ハム・ソー
セージ ほか
����－公立ぎんなん寮
TEL 0176-56-5121

/01234567�
89:;<=>?@A

平成21年１月､ 株券電子化
により､ 上場会社の株券は無
効となり､ 株主の権利は証券
会社などの金融機関の口座で
電子的に管理されます｡
お手元の株券が本人名義に
なっていない場合は､ 電子化
により株主としての権利を失
う恐れがありますので注意が
必要です｡
ご自宅のたんすや貸金庫で
長期間保管されている株券の
中には､ 名義書換や転居の際
の住所変更などが済んでいな
いものもあると考えられます
ので､ ご確認くださるようお
願いします｡
����－日本証券業協会
証券決済制度改革推進セン
ター
TEL 03-3667-4500
(平日 9:00～17:00)

BCDE0FGHI��
��'��－平成21年４月に
大学への進学希望者､ 及び
大学の在学生で経済的事由
により在学が困難な方
(大学とは､ 国立・公立・
私立､ および昼間・夜間の
別を問いませんが､ 通信教
育学部・大学院・短期大学・
放送大学・自治医科大学・
防衛大学校､ 及び海上保安
大学校等を除く)
�()�*+,-��

▽貸付月額－５万円以内
▽入学一時金－30万円以内
��'�.

平成21年２月27日(金)
��'/0����

東北町教育委員会学務課
TEL 0176-56-3111または
0175-63-2111 (内線713)
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銀行や郵便局などの金融機
関等から利子等の支払いを受
ける際に課税される､ 県の税
金です｡
▽納める人－金融機関等から
利子等の支払いを受ける人
▽納める額－支払いを受ける
利子等の額の５％
�������������

������	
����

���������

主なものは次のとおりです
▽銀行等の金融機関の預金利
子
▽郵便貯金利子
▽公社債利子
▽懸賞金付預貯金等の懸賞金
等
▽定期積金・抵当証券・一時
払養老保険等の金融類似商
品の収益
�������	
����

 !"#������

金融機関等が利子等の支払
い､ または取り扱いの際に利
子等の５％を徴収し､ 毎月10
日までに前月分をまとめて県
に申告納入することになって
います
�$%&－上北地域県民局
県税部 課税課
TEL 0176-22-8111
URL http://www.pref.
aomori.lg.jp/life/
tax/

����������
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経済産業省では､ 工業統計
調査を12月31日現在で実施し
ます｡
工業統計調査は､ 製造業を
営む事業所を対象として､ そ
の活動実態を明らかにするこ
とを目的として調査します｡
調査結果は､ 国や地方公共
団体の行政施策の貴重な基礎
資料として利用されるととも
に､ 企業や大学などでの研究
資料､ 小・中・高校の教材な
ど､ 広く利用されています｡
皆さんから提出していただ
く調査票については､ 統計法
に基づき調査内容の秘密は厳
守されますので､ 正確なご記
入をお願いします｡
�$%&－役場企画課
TEL 0176-56-3111または
TEL 0175-63-2111

#$%&�'()&*+
�,-�.�/0

上北地区の商工業振興の活
性化を図るため､ 今年７月か
ら販売しておりました ｢上北
町商工会共通商品券｣ は､

'()*+,)-.,/

を過ぎますと､ ご利用するこ
とができません｡
まだお手元に商品券をお持
ちの方は､ お早めにご利用く
ださいますようお願いします｡
�$%&－上北町商工会
TEL 0176-56-2335

123456789:
;' <=>7?@A

�/0－平成21年１月25日
(日) 午前９時開会式
�12－北総合運動公園
トレーニングセンター
�3456－町内に在住､ ま
たは勤務する既婚女性
�789:(－分館､ 町内会
またはグループ
�;<=>

▽輪投げ (40歳以上) －５人
▽ゲートボール (40歳以上) －
５人
▽ジグザグドリブルリレー
(年齢フリー) －８人
▽ソフトバレーボール
(年齢フリー) －４人
▽シャッフルボード
(年齢フリー) －４人
※年齢に該当する選手であれ
ば､ 複数の種目出場も可
�?@ABC

平成21年１月16日(金)
�?@AD$%&－町教育委
員会 スポーツ振興課
TEL 0175-63-3500
FAX 0175-63-4477
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